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は じめに

現存するブッダ・釈尊の伝記(以下「イム伝」と呼ぶ)の原型および、成立過

程を考察するうえで，初期仏教文献(阿合経典・律蔵等)に含まれる仏伝の

研究は不可欠となる。これらの仏伝は，ブッダの生涯を断片的に記すもので

ある。その一方で、，初期仏教文献中には，ブッダ・釈尊以前の時代に存在し

たとされる過去仏の伝記が存在する。そして，過去仏にまつわる事蹟は，

「大本経」類に集約される。本経は，仏陀観の変遷と展開を考察するうえで

重視されてきた。その内容を概略すると以下のよつになる(ここではパーリ

本の内容に従う)。

く1>比丘たちの間で前生に関する談話が起こる。く 2>それに答える形で，

フ、、ッダが比丘たちに，過去七仏それぞれの生まれた時代，生まれ，姓，寿命，

菩提樹，二大弟子，サンガの構成，侍者，父母，王都の名称を述べる (r七

仏の事蹟J)。ここで一度，ブッダは比丘たちの前から去る。く 3>再ぴ現れた

ブッダは，第一仏であるヴイパッシン仏の伝記を，比丘たちに語り始める

(rヴィパッシン仏伝J)。く 4>最後に， ~.争居天の神々が，ヴP イパッシン仏の

事蹟をブッダに語る。

上記の様に「七仏の事蹟」と「ヴィパッシン仏伝」が大半を占める構成と

なっている。「七仏の事蹟」と「ヴドイパッシン仏伝」の成立順序について

は，『大本経』の異訳である漢訳文献の比較・検討から，「七仏の事蹟」に相

当する内容を持つ文献が先に存在し，その後で「ヴイパッシン仏伝」が成立
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したと考えられている。「ヴイパッシン仏伝」の内容は，ヴィパッシン菩薩

の誕生から始まり，ヴィパッシン王子の具える三十二相についての説明・四

門出遊・出家・成道・党天勧請・初転法輪・サンガの成立，最後にヴィパッ

シン仏による波羅提木叉の諦出・制定についてが記されており，過去仏の伝

記とはいえ，極めて纏まった仏伝の体裁を保つ。上記の内容に浬繋記事が加

われば全生涯について記す内容となるため，全生涯を記す仏伝の出現と深く

関わってくる可能性を有している。そのため，生涯の全伝に近い，より纏ま

った伝記は，仏伝よりも先に，過去仏の伝記として集約・編纂された可能性

を検討する必要がある。そしてこのことは，「ヴイパッシン仏伝」が，仏伝

を模倣して作成されたのか，否かという問題とも関わってくる。この問題は，

「ヴイパッシン仏伝」に含まれる記事によって事情は異なると考えるべきで

あろう。例えば，「ヴイパッシン仏伝」に保存されている事蹟は，「大本経」

類が編纂された当時，存在した仏伝に含まれていた事蹟の複製である可能性

がある。現存の仏伝には示されない内容が，「ヴィパッシン仏伝」に伝承さ

れているとすれば，失われた仏伝の事蹟を再構築することも可能となる。し

かし，「ヴィパッシン仏伝」には，仏伝の模倣ではなく，過去仏の伝記のた

めに編纂された事蹟が存在する可能性も当然あるので慎重に峻別しなければ

ならない。同時に，仏伝が，「ヴイパッシン仏伝」に含まれる事蹟を模倣し

た可能性を検討する必要もあろう。これらの問題を解明するには，ヴィパッ

シン仏にまつわる事蹟ごとの調査・検討が必要となる。その際，所属部派が

一致する仏伝文献との比較が基本作業となる。この作業は，初期仏教文献に

おける仏伝のー形態を定義するうえでも重要で、ある。

本稿では，上記の問題意識を持ったうえで，Mahめadiinasuttanta(以下

MAP)の成道記事に着目する。ここでは，過去仏であるヴィパッシンが，

菩薩時代に十支縁起を観察することによって成道を得ることが記されている。

しかし，仏伝における縁起成道記事には，通常十二支縁起が用いられること

や，対応する『大本経』等の諸漢訳では，パーリ本とは異なり十二支縁起が

記されることなどから，この記事は，縁起説の展開を考察するうえで以前か
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ら重視されてきた。今回は，過去の研究を整理したうえで，MAPが伝承す

る過去仏の十支縁起成道記事が，仏伝に組み込まれた十二支縁起成道記事よ

りも古い形態であることを論証する。その際所属部派が異なる漢訳文献等も

併せて考察する。

1 .縁起説観察によるブッダの成道記事

MAPにおけるヴィパッシン仏成道記事の検討にはいる前に，パーリ上座

部伝承の仏伝が保存する，縁起説観察によるブッダ成道記事について確認し

ておく。ブッダの成道前後に行われた縁起説観察を描く縁起成道記事につい

ては，村上(平野)真完氏が詳細に調査している。それによると，パーリ伝

承では Udiin仏パーリ律「大品J 11ahakhandhaka， Sα1J1yuttan拾のほ XII.

4-10， Sa1J1yuttanik，のαXII.65，そして過去仏の縁起成道を記す MAPが確認

されている。この中で，仏伝に組み込まれた縁起成道記事を検討するとなる

と，パーリ律「大品J11ahakhandhaka (以下「パーリ律受戒鍵度部J) が

重要となる。その内容は，ブッダ成道後の十二支縁起観察記事から始まり，

党天勧請・初転法輪・サンガの成立・ヤサ親子等在家者への説法教化・カッ

サパ三兄弟の帰仏・マガダ国王ビンビサーラの帰依および竹林精舎の寄進，

最後にサーリプッタとモッガラーナの帰依が記されており，仏伝としては，

最初期段階の成立であるとされている (Vinの仏 1pp.1-44)。以下パーリ律

受戒健度部におけるフゃッダの十二支縁起観察記事を確認しておく。

[資料 1] 

Tena samayena buddho bhagava Uruvelayarp. viharati najja Neran-

jaraya tire bodhirukkhamUle pathamabhisambuddho. atha kho 

bhagava bodhirukkhamule sattaharp. ekapallankena nisidi 

vimuttisukhapatisarp.vedi. atha kho bhagava rattiya pathamam 

yama中 paciccasaII111ppadarpaI111lornapabilomaIIImanas'akasi:avij-

japaccaya sarp.khara， sarp.kharapaccaya vinnanarp.， vinnalJapaccaya 
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namaruparp.， namarupapaccaya salayatanam， salayatanapaccaya 

phasso， phassapaccaya vedana， vedanapaccaya tal}ha， ta早hapa・

ccaya upadanarp.， upadanapaccaya bhavo， bhavapaccaya jati， 

jatipaccaya jaramara1}arp. sokaparidevadukkhadomanassupayasa 

sambhavanti. evam etassa kevalassa dukkhakkhandhassa 

samudayo hoti. avijjaya tv eva asesaviraganirodha sarpkharaniro・

dho， sarp.kharanirodha vinna1}anirodho， vinna1}anirodha namar-

upanirodho， namarupanirodha salayatananirodho， salayatananiro・

dha phassanirodho， phassanirodha vedananirodho， vedananirodha 

ta1}hanirodho， ta1}hanirodha upadananirodho， upadananirodha 

bhavanirodho， bhavanirodha jatinirodho， jatinirodha jaramara1}arp. 

sokaparidevadukkhadomanassupayasa nirujjhanti. evarp. etassa 

kevalassa dukkhakkhandhassa nirodho hotiti. (Vinaya. 1 pp. 1・2)

そのとき，ブッダ・世尊はさとったばかりで，ウルヴェーラーのネーラ

ンジャラー河のほとりにある菩提樹の根元におられた。そして，世尊は，

七日間，菩提樹の根元で，ーたぴ足を組んで、，解脱の安楽を感受して座

った。さて，世尊は，夜の初め頃に，縁起を JI頂・逆に考察された。無明

によって行があり，行によって識があり，識によって名色があり，名色

によって六処があり，六処によって接触があり，接触によって感受があ

り，感受によって渇愛があり，渇愛によって取著があり，取著によって

有があり，有によって生があり，生によって老と死や，愁・悲・苦・

憂・悩が生じる。このように，この苦しみの集まり全体が生起するので

ある。しかし，無明がすべて離滅すれば，行も滅し，行が滅すれば，識

が滅し，識が滅すれば，名色が滅し，名色が滅すれば，六処が滅し，六

処が滅すれば接触が滅し，接触が滅すれば感受が滅し，感受が滅すれば

渇愛が滅し，渇愛が滅すれば，取著が滅し，取著が滅すれば，有が滅し，

有が滅すれば，生が滅し，生が滅すれば，老と死や，愁・悲・苦・憂・

悩が滅する。このように，この苦しみの集まり全体が消滅するのである



Mahφad，伽 αsuttantaにおける過去仏の成道記事

と。

上 記 のように，ここでの 十 二 支 縁 起 観 察 ( 無 明 くavijja>・行

くsa中khara>・識くVl節句a>・名色くnamarupa>・六処くsa!ayatana>・接

触くphassa>・感受くvedana>・渇愛くtanha>・取著くupadana>・有

くbhava>・生くjati>・老死くjaramara1).a> )は，流転分・還滅分ともに順

観察の形式となっており，ブッダ成道後に行われた設定となっている。この

あと，夜の中頃・夜の終わり頃に繰り返し縁起観察が行われる (Vinaya.1 

p.2)。同様の記事が Udttnaにも存在する (Udttna，pp.1・3)。これと異なる

形態の十二支縁起成道記事を伝承するのがお'Y!lyuttanik⑫aXII. 4・10である

(SN. II pp. 5・11)。ここでは，過去の六仏とブッダが，正覚以前の菩薩時

代に十二支縁起を流転分逆観察・ JI頃観察，還滅分逆観察・ JI頂観察の順番で観

察した事が記されており， [資料 1]とは異なる形態の伝承となっている。

これと同様の観察形式を持つのが，Sa'Y!lyuttanikめlaXII. 65とMAPである

が，注意すべきことは，この二経は，流転分・還滅分共に無明と行を欠く十

支縁起となっている点である。そしてSα'Y!lyuttanik，めlaXII. 65は，MAPに

おけるヴイパッシン仏の縁起成道記事と，密接に関わる内容となっている。

そのことについて，次章以降で検討していく。

2. r城邑経」類について

ここではおψyuttan伎のほ XII.65 Nagara (SN. II pp. 104・107，以下「パ

ーリ城邑経J) と，その異本の縁起説について過去の研究を整理・確認して

おく。先述したようにパーリ城邑経では，無明と行を含まない十支について，

老死の原因追及からの流転分逆観察から始まり，流転分順観察，還滅分逆観

察，還滅分順観察の順番に，縁起観察が記される。また，ここでの逆・順両

観察には，「識を縁として名色がある・名色を縁として識がある」というよ

うに，識と名色に相互依存関係がみられる。しかしながら，パーリ城邑経に

対応する漢訳・党本が保存する縁起説は，流転分十支・還滅分十二支という
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特殊な縁起説の形態を持つため，縁起説の変遷・展開を考察するうえで重視

されてきた。さらに，パーリ以外の「城邑経」類に記される流転分十支・還

滅分十二支の縁起説は，説一切有部系の論書などに引用されることなどから，

部派・学派における縁起説の形式を解明するうえでも貴重な資料となった。

ノマーリ城邑経は，ブッダが修行中であった菩薩時代のことを回想して語る設

定となっており，先述した十支縁起観察記事の後に，ある人が，古人の辿っ

た古道を発見し，それに従ったらすばらしい古城・古都があり，それを聞い

た王・大臣によって復興された都城は，その後，大いに栄えたという話を示

し，ブッダ自身もそれと同じように過去の正等覚者の辿った古道を発見した

と比丘たちに説明する。その古道とは八正道であることが記され，その道に

従うことによって「老死を知り，老死の集を知り，老死の滅を知り，老死の

滅にいたる道を知った」という様に，十支について順次述べる内容となって

いる。上記の内容から本経は，「城邑経J (あるいは「城喰経J) と呼ばれる。

さて，パーリ城邑経の十支縁起観察記事は，MAPにおけるヴィパッシン

仏成道記事の縁起観察と同じ形態となっている。またパーリ城邑経には過去

の正等覚者 (pubbasammasarp.buddha)の用語があることから，本経は縁

起説の展開のみならず，仏陀観の変遷を考察するうえでも MAPと併せて

注視されてきた。ここでの「過去の正等覚者」の概念を発展させたのが，

「大本経」類におけるヴイパッシン仏等の過去仏であることが指摘されてい

る。以上の事柄を確認したうえで，MAPにおけるヴィパッシン仏成道記事

を検討していく。

3. Mahapadanasuttantaにおけるヴィパッシン仏成道記事

MAPでは，過去仏であるヴィパッシンが，菩薩時代に縁起説を観察する

ことによって，成道することが記されている (DN.II pp. 30・35)。縁起説の

内容・形式は，パーリ城邑経と同形態の十支縁起である。還滅分逆観察と)1頂

観察の間で，ヴィパッシン菩薩によって観察の道は，さとりに達したことが

-137-
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記されることと，縁起観察記事がすべて終了すると，それまでヴイパッシン

に対して「菩薩」の呼称が用いられていたのが，「世尊・阿羅漢・正等覚者」

になることから，この十支縁起観察記事を成道記事と見なすことができる。

また，この記事の最後には，五取組について，生と滅の観察を行うヴイパッ

シン菩薩に取著がなくなり，煩悩を離れて解脱したことが記される。

さて，MAPの十支縁起は，漢訳・党本では異なる形態で伝承されている。

ノマーリ以外の諸経は，散文で説明した内容を韻文で再度記す体裁となってい

るのだが，『大本経dIrr毘婆戸仏経』では，散文・韻文部分において，流転

分・還滅分共に無明と行を加えた十二支となっている(大正 1，pp.7b・8b，

pp.155c・156b)。党本では， Waldschmidt校訂本では散文部分が流転分十

支・還滅分十支であったが (ed.Waldschmidt， pp.134・141)，吹田隆道氏

が，「城邑経」類と，新たな写本を用いることによって，流転分十支・還滅

分十二支に復元・訂正した。韻文部分は流転分・還滅分共に十二支である。

MAPおよびその異訳経典が記す縁起説に関しては，流転分十支・還滅分十

二支の縁起説を保存する「城邑経」類との比較・検討により詳細な研究がな

されてきた。「大本経」類が保存する縁起説の支分数の相違について平川彰

氏は，本来パーリが伝承する流転分・還滅分十支の形式であったものが部派

分裂後に党本の所属部派である説一切有部では還滅分を十二支に，『大本経』

の所属部派である法蔵部では流転分・還滅分共に十二支に改作した可能性を

示唆する。ここで注目したいことは，「大本経」類・「城邑経」類ともに，パ

ーリ伝承の経典のみ，流転分・還滅分共に十支縁起を伝承している事である。

MAPのヴィパッシン仏成道記事に無明と行が含まれていないことに関して

注釈書は以下のように説明する。

[資料 2] 

Namarupe kho sati vinnal).an ti: Ettha pana sankharesu sati 

vinna早anti ca avijjaya sati sankhara ti ca， vattabbarp. bhaveyya. 

Tad ubhayam pi na gahitarp.. Kasma? Avijja sankhara hi atito 

bhavo. Tehi saddhirp. ayarp. vipassana na ghatiyati. Mahapuriso hi 
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paccuppanna-vasena abhinivittho. Nanu ca avijja saIlkharehi 

aditthehi na sakka Buddhena bhavitun ti? Saccam na sakka. lmina 

pana te bhava-upadana-ta$a-vasena eva dittha ti. (Suma元:gala・

viltlsiηi II p. 459) 

「名色があれば識がある」ということについて「行があれば識がある」

と「無明があれば行がある」が説示されるべきであるが，それは両方と

も把握されていない。なぜか。無明と行は過去の有だからである。それ

らとこの観察は続けられない。偉大な人は現在によって捉えているから

である。しかし，無明と行を観察せずに仏陀となることは不可能なので

はないか。確かに不可能で、ある。しかし彼はそれらを，有・取著・渇愛

によってのみ観察するのである。

これは Visuddhimagglαにおいて確立した，無明と行を過去世，生と老死

を未来，それ以外の支分を現在に配当することによって，十二支縁起を三時

に分ける三世両重因果説に基づくものであるが，無明と行は，有・取著・渇

愛によって観察されたと説明する。パーリ城邑経の注釈書もほぼ同文の説明

を示す (SiiratthゅρakiisiniII p. 115)。つまり，ノマーリ伝承においても，注

釈書が成立した後世の段階では，漢訳・党本と同様に無明と行を加えた十二

支縁起が想定されていたと考えられる。しかし，それにもかかわらず，経典

レヴェルでは，十支縁起として伝承されたことについては，なお検討の余地

があろう。先述したように従来の研究によると，流転分・還滅分共に十支縁

起観察による縁起成道記事は，MAPとパーリ城邑経の二経となる。他のパ

ーリ伝承の縁起成道記事は全て流転分・還滅分共に十二支縁起観察となって

いる。この点について和辻哲郎氏は興味深い指摘をしている。和辻氏は「大

本経」類が， [資料 1]を記す律蔵受戒健度部の仏伝等よりも後に成立した

文献であろうことを述べたうえで，パーリが十支，漢訳が十二支の縁起説を

記していることについて「もしブッダの成道を十二因縁にありとする伝承が

非常に古いものであるならば，この相違は理解し難いものになるであろう。

それに反して，仏伝の物語が文学的伝承としてその独特の発達段階を経てい
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る間に，それと並んで、教理的伝承がまたその独特の発達段階をたどり，その

ある段階とある段階とが結合して大本経となったと解すれば，右の相違は容

易に理解される。漢訳は教理の伝承のより新しい段階を利用しているに過ぎ

ぬ」と述べる。つまり十支縁起による成道のほうが古い教義であり，それが，

律蔵受戒健度部の仏伝よりも後の成立であろう MAPに組み込まれたと判

断している。初期仏教の縁起説は，十支・十二支以外に五支縁起，九支縁起

等が確認されている。これらは基本的に支分の少ないものから出来上がり，

最終的に十二支に至ったこと，さらに，縁起説観察方法についても，

MAP・パーリ城邑経が伝承する十支縁起逆観察の形式が， [資料 1]の十

二支縁起順観察の形式よりも先に成立したものであることが指摘されている。

以上のことから，十支縁起成道記事は，十二支縁起成道記事よりも先に成立

したと考えられる。そして，パーリ伝承の仏伝における縁起成道記事は，受

戒健度部がそうであるように，通常十二支縁起が用いられるようになったの

であれば，その前段階から存在した，パーリ城邑経が伝承する流転分・還滅

分共に十支縁起逆観・ }I頂観形式の成道記事は，ブPッダの成道記事には組み込

めなくなる。その一方で，ブッダの十支縁起観察記事が，仏伝ではなく，過

去仏の伝記である「ヴィパッシン仏伝」の成道記事に組み込まれ，十二支に

変更されることなく伝承された可能性が生じる。となると，経典全体として

の編纂時期が，阿合・ニカーヤの中ではそれほど古層に属さない MAPに，

十二支縁起成道記事に先行する形態である，パーリ城邑経が伝承する十支縁

起成道記事が保存されていることになる。またパーリ城邑経・ MAPと同

様の観察形式にもかかわらず， Sα'fJ'lyuttanikayaXII. 4・10の縁起観察記事が十

二支となっているのは，ブッ夕、の縁起成道が十二支縁起に固定化した後に，

無明と行が付加されたためと考えられる。その内容は，『大本経j] IF毘婆戸仏

経』の縁起成道記事と，ほぽ一致している。

-140-
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ま と め

MAPが記す過去仏の成道記事について，流転分・還滅分ともに十支縁起

の観察となっていることに着目した。そして「城邑経」類にまつわる過去の

研究と，ノマーリ注釈書等を併せて調査・検討した結果，MAPが保存する流

転分・還滅分共に十支縁起観察による成道記事は，パーリ律受戒健度部の仏

伝等に含まれる十二支縁起観察による成道記事よりも前段階に成立したもの

である可能性を示した。つまりパーリ上座部では，仏伝に含まれる十二支縁

起成道記事に先行する，古形のブッダ成道記事が，「ヴィパッシン仏伝」に

過去仏成道記事として組み込まれ，変更されることなく伝承されたことにな

る。以上の事柄は，説一切有部系「城邑経」の伝承と，仏伝との関係を併せ

て考察する必要がある。というのも，馬鳴 (Asvagho~a) 作の仏伝である

Buddhacari，胞が，有部系の城邑経が保存する流転分十支・還滅分十二支の

縁起観察を，フやツダ成道記事として用いている可能性が指摘されているから

である。今後は，これらのことも含めて，仏伝・過去仏伝と縁起説の融合等

について考察していく予定である。

(パーリ語のテキストはすべて PTS版を使用)

〈略号〉

DN. = Dighanik.のα(PTS)

SN. = Sa1JZyuttan伎のα(PTS)

Vinaya. 二 Vinαy~ρitaka (PTS) 

大正二『大正新修大蔵経』

註

(1) 阿含・ニカーヤ，律蔵に含まれる仏伝については，外薗幸一『ラリタヴイス

タラの研究(上)Jl(大東出版社， 1995) pp. 43-48に列挙されている。増谷文

雄氏は，意図的に編纂された最初期の仏伝文献として，パーリ律大品 Mahak-

handhakaに含まれる仏伝，Ar:かゆariyesanasu助 (MN.26)， Mahaparinib-
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bi1nasuttl仰 ta(DN.16) を詳細に分析した。増谷文雄『仏陀の伝記一資料の

研究一(増谷文雄著作集 5)dJ (角川書底， 1981) pp. 106-339。また，現存する

仏伝の発展過程に関しては，平等通照IT'~p度悌教文学の研究 (1)dJ (印度学研究

所， 1930) pp. 139-173参照。

(2) この事に関して平川彰氏は，「経典作者は仏陀の伝記を作るのが目的で経典

を語っているのではなく，別の真理を示さんとしたものが，たまたま仏伝の形

をとったにすぎないのである。すなわち仏伝が，何らかの教理的価値をもって

おり，弟子たちの修行に有意義で、ある場合のみ，聖典として語りつがれる資格

を持ったのである」と述べる。平川彰『律蔵の研究IIく著作集10>dJ (春秋社，

2000) p.101。この視点を持てば，ブッダの生涯を断片的に記す文献の存在は

なんら不思議で、はない。

(3) M.αhi1Pαdi1nαsu討α:ntα (DN.14，DN. II pp.1・54.)

対応する漢訳は仏陀耶舎・竺仏念訳『長阿合経』巻第 1 r大本経J (大正 1， 

No.1， pp.1b・10c，本稿では『大本経』と表記する。)

中央アジアで発見された本経に対応する党本の断簡も存在し， Waldschmidt 

により校訂出版された。 E.Waldschmidt， Das Mahi1vadi1nasutra Teil. 1， 2. 

(AKADEMIE-VERLAG Berlin， 1953， 1956).党本の所属部派は説一切有部系

である可能性が高い。草間法照 rM ahavadt1:ηαsutraに関する一考察J IT'印度学

仏教学研究dJ22-1 (1973) pp.383・388参照。また近年，吹田隆道氏の校訂に

より以下のテキストが出版された。 Takamichi Fukita， The Mahi1vadi1na-

S包tγαA悦加 editioγzb邸 ed0γzm凶汎:uscγ坊'tsdiscove:γed ぬ γzoγthernturkestα汎

(Vandenhoeck & Ruprecht， 2003)本稿で、は上記パーリ本・『大本経』・党本

を総称する際，「大本経」類と表記する。

(4) 撞入良道「中国仏教における仏名経の性格とその源流J IT'東洋文化研究所紀

要dJ42 (1966) pp. 221-320，梶山雄一「仏陀観の発展J IT'悌教大学総合研究所

紀要dJ3 (1996) pp. 5-46他参照。

(5) IT'大本経』には以下に挙げる四本の異訳が存在する。

・法天訳『仏説七仏経dJ (大正 1，No. 2， pp. 150a・154a)

・法天訳『毘婆戸仏経dJ (大正 1，N o. 3， pp. 154b-159a) 

・失訳『七仏父母姓字経dJ (大正 1，No. 4， pp.159a・160a)

-僧伽提婆訳『増ー阿合経』不善品第 4経， (大正 2，N o. 125， pp. 790a・

791b) 

『七仏経』は「七仏の事蹟」部分と毘婆戸菩薩誕生記事を保存し，『見婆戸仏

経』は昆婆戸太子の四門出遊記事から毘婆戸仏による波羅提木叉の諦出・制定

記事までを保存する。『七仏父母姓字経dJIT'増ー阿合経』は，「七仏の事蹟」部

分のみ保存する。『七仏経』と『見婆戸仏経』は二つ合わせると「大本経」類
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に相当する内容となるため，「大本経」類の成立過程を考察するうえで重視さ

れてきた。過去の研究については拙稿「希有未曾有法経における菩薩誕生記事

の問題点J IF龍谷大学大学院文学研究科紀要j)27 (2005-B) p. 15参照。

(6) 誕生から般浬繋に至るブッダの全生涯について記す文献の出現について

主tienneLamotte氏は，紀元 2世紀まで待つ必要があるとして，具体的な仏

伝文献として，馬鳴 (Asvaghosa)作の Buddhacarita等を挙げる。 Etienne

Lamotte， History 0/ lndiaη Buddhism， trans. Sara Webb-Boin (Institut 

Orientaliste Louvain-La-Neuve， 1988) p.655参照。「ヴィパッシン仏伝」に

ついて平等通照氏は「断片的な仏伝しかない阿合聖典の中で特異な存在をなし

ている」と指摘する。平等通照 r悌陀の死j)(印度学研究所， 1961)p.32参照。

平川彰氏は，「大本経」類にはブッダの一生を八つの事蹟で示す「八相成道」

の思想に発展する要素があることを指摘する。平川彰『仏教入門j) (春秋社，

1992) pp. 133-137参照。また，パーリ経典では後期の成立である

Buddhavamsaには，簡単ではあるが，ヴィパッシン仏の浬繋について記され

ている (Buddhavam$a，p. 79) 0 rヴイノfッシン仏伝」における菩薩誕生記事の

成立過程と問題点に関しては，拙稿 [2005-BJ pp.1・16，初転法輪記事に関し

ては拙稿 rr大本経」類における過去仏の初転法輪記事J IF龍谷大学大学院文学

研究科紀要j)28 (2006) pp.1-15，波羅提木叉制定記事の成立に関しては，拙

稿 rMahφαdaηasuttantaとパーリ律経分別の関係J IFノfーリ学仏教文化学』

18 (2005-A) pp.77・84参照。

(7) 過去の研究に関しては，拙稿 [2006Jp.ll参照。

(8) rヴィパッシン仏伝」が保存する菩薩誕生記事については， もともと過去仏

の誕生記事として編纂された可能性を既に示した。拙稿 [2005-B J参照。

(9) 縁起成道記事については，平野真完「縁起成道説資料J IF印度学仏教学研究』

13-1 (1965) pp.187-191で詳細に整理・検討がなされている。他に上野順瑛

「十二縁起と成道との結合の意義J IF印度学仏教学研究j)12-1 (1964) pp. 

154-157，村上真完「諸、法考-dhammaの原意の探求と再構築一(1)諸法と縁

起J IF悌教研究j)34 (2006) pp.63・132参照。縁起成道記事を用いない，ブッ

ダ成道に関する文献については，中村元『ゴータマ・ブッダ 1<選集決定版

11>j) (春秋社， 1992) pp.359・421，森章司・本津綱夫・岩井昌悟編「仏伝諸経

典および仏伝関係諸資料のエピソード別出典要覧J IF原始仏教聖典資料による

釈尊伝の研究【3】j) (中央学術研究所， 2000) pp.85・98他参照。

(10) 以下の箇所に仏伝が含まれる。パーリ律「大品J Mahakhandhaka (Vinaya. 

1 pp. 1-44)， IF四分律j)r受戒捷度」挑秦仏陀耶舎・竺仏念等訳(大正22，No. 

1428， pp.779a・799b)， IF五分律j)r受戒法」宋粛賓三蔵仏陀什共竺道生等訳

(大正22，No.1421， pp.101a-ll0c)。これは，出家受戒作法について記す箇
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所である。所謂健度部の呼称は律によって異なる。本稿では，この箇所を「受

戒健度部」と統一して呼ぶことにする。受戒健度部の仏伝については，平川彰

[2000J pp.97-178で詳細に検討されている。また，『根本説一切有部律Jlr破

僧事」に保存される仏伝については，佐々木閑 rli根本説一切有部律』にみら

れる仏伝の研究J Ii西南アジア研究Jl24 pp.16・34(1985)参照。

(11) Ii四分律JlIi五分律』は成道以前についても記す(大正22，pp. 779a -781a， 

pp. 101a-102c)。この箇所は後に付加されたものと思われる。増谷文雄 [1981J

pp.131-139参照。

(12) 十二支縁起観察の形式は以下の四つがある。

A①「無明を縁として行がある。…(省略)…生の縁より老死，愁悲苦

憂悩が生じる」②「生を縁として老死がある。…(省略)…無明の縁よ

り行がある」

B①「無明の滅より行の滅がある。…(省略)…生の滅より老死，愁悲

苦憂|尚が滅する」②「生の滅より老死の滅がある。…(省略)…無明の

滅より行の滅がある」

上記の縁起観察方法の呼ぴ方は学者によって異なるが，本稿では，村上真完氏

と同じく『阿昆達磨大昆婆沙論』に従って， Aを流転分， Bを還滅分，①を順

観察，②を逆観察とする。村上真完「サンスクリット本城邑経J Ii悌教研究』

3 (1973) p.21・22参照。また，成道記事で用いられる縁起観察は，多くの場

合が[資料 1Jと異なり，老死の原因追求からの逆観察で始まる内容となって

いる。平野真完 [1965Jp.187参照。

(13) この事について注釈書は以下のように説明する。

pathamabhisambuddho ti pathamarp. abhisambuddho. abhisambudd-

ho hutva sabbapathamarp. yeva ti attho. (Samαntaρastidikti V pp. 

952・953)くpathamabhisambuddhoとは最初に悟ったということである。

悟った[人]となって，まさに最初にという意味である。〉

『五分律』の内容は以下の通り。

始得イ弗道坐キ材封下。初夜逆順観十二支縁起(大正22，p.102c) 

『四分律』は十二支縁起については記さず，ブッダが菩薩時代に四禅・三明

を得て成道したことが記される(大正22，p. 781a-b)。

ω パーリ城邑経に相当する漢訳は『雑阿合経』第287経「城邑経J (求那朕陀羅

訳，大正 2，N o. 99， pp. 80b-81a) また以下の異訳が存在する。

・支謙訳『貝多樹下思惟十二因縁経Jl (大正16，N o. 713， pp. 826 b -827b) 

・玄英訳『縁起聖道経Jl (大正16，No.714， pp.827 b -828c)， 

・法賢訳『仏説旧城喰経Jl (大正16，N o. 715， pp. 829 a -380b) 

・僧伽提婆訳「増ー阿合経』巻31(38-4) (大正 2，No. 125， p. 718a-c) 
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党本は以下の四本が校訂・出版されている。

S.L色vi，“Textessanscrits de Touen-Houang，" ]A II (1910) pp.433-

456. 

E. H. J ohnston，“The Gopalpur Bricks，" ]RAS (1938) pp.547-553. 

C. Tripathi， Fuηβmdzwanzig Sutras des Nidanasa伊'Yukta (Sans-

krittexte aus den Tuげanfunden herausgegeben im Aがrage der 

Akαdemie von Ernst Waldschmidt，四)(Akademie-Verlag Berlin， 

1962)→村上真完 [1973Jにより訂正・再校訂。

G. Bongard-Levin， D. Boucher， T. Fukita， K. Wille，“The Nagar-

opamasutra : An Apotropaic Text from the Samyuktagama，" 

S時TTF，Beiheft6 (1996) pp.7・131.

本稿では，ノfーリ城邑経と上記の漢訳・究本を総称する際，「城邑経」類と表

記する。パーリ城邑経(流転分・還滅分共に十支)と『増ー阿合経dJ (流転

分・還滅分共に十二支)以外の諸経は流転分十支・還滅分十二支の縁起説を保

存する。ただし『増ー阿合経』の支分数に関しては村上真完 [1973Jp. 24， S. 

L邑vi[1910Jの支分数に関しては平野真完 [1965Jp.189参照。。5) IT'雑阿合経』第287経「城邑経」が，流転分十支・還滅分十二支であることに

最初に注目したのは武内義範「縁起説に於ける相依性の問題点J IT'五十周年記

念論集京都大学文学部dJ (1956) pp.153181である。武内氏は十二支縁起説

成立段階過程において，流転分十支・還滅分十二支の形態を保持する『雑阿合

経』第287経「城邑経」は，パーリ城邑経の流転分・還滅分十支と，流転分・

還滅分十二縁起の形態の途上にあるものと位置付け，無明と行は，識の根拠と

して先に還滅分において形成したと述べる。その後，村上(平野)真完氏は，

党文資料を整理し，パーリ・漢訳と併せて詳細な比較検討を行った。平野真完

「因古新目慮の究文資料一印度古塔出土の煉瓦銘文の内容比定一J IT'印度学仏教

学研究dJ12-1 (1964) pp.158・161，村上真完 [1973Jpp. 20・47参照。他に梶

山雄一「輪廻と超越ー『城邑経』の縁起説とその解釈ーJ IT'哲学研究』

550 (1984) pp.324司 359など。また，識と名色の相互依存関係については，村

上真完 [2006Jpp.111-117参照。

(16) 村上真完 [1973Jp.24では，『阿毘達磨大昆婆沙論』等の説一切有部系統に

属する論書において，「城邑経」類が保存する流転分十支・還滅分十二支に基

づく記述のあることを指摘している。さらに榎本文雄氏は球伽行唯識学派の論

書に引用される「城邑経」類を指摘・分析した。榎本文雄 n摂大乗論』無性

釈に引用される若干の経文をめぐってー「城邑経」の展開を中心に一J IT'仏教

史学研究dJ24-2 (1982) pp.44-57参照。中宗根充修氏は「城邑経」類を，所

属部派によって整理・区分し，「城邑経」類を引用する文献等を併せて考察す
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ることにより，流転分十支・還滅分十二支の縁起説は説一切有部等が伝承する

一つの形式であるとし，武内義範 [1956J等の学説については再検討すべき余

地のあることを指摘する。中宗根充修「説一切有部所伝の「城邑経」とその展

開J IF仏教史学研究dI47-1 pp. 1・27参照。

(17) 梶山雄一氏は最後の箇所について「この後文は縁起説と八正道と四諦とを統

ーする意図のもとに書かれていることも明らかである」と述べる。梶山雄一

[1984J p.330参照。また，この箇所では先に挙げた十支について述べた後に

行 (sankhara) についても同様の文が記されている。

(18) 吹田隆道「大本経に見る仏陀の共通化と法レベルイじJ If'渡蓬文麿博士追悼記

念論集・原始仏教と大乗仏教(上b(永田文昌堂， 1993) pp. 271・284，梶山雄

一 [1996J参照。また，パーリでは「過去の正等覚者」となっているが，漢

訳・党本の異本によっては，「古仙人」と記すものもある。平野真完「過去仏

についてJ IF印度学仏教学研究dI9-2 (1961) pp.128・129参照。

(19) Adhigato kho myayam vipassana-maggo bodhaya，… (DN. II pp. 34・

35)くこの観察の道は私によってさとりに達した…〉

「大本経』では還滅分の観察が終わったあとで以下のように記す。

爾時菩薩逆順観十二因縁。知賓知如賓見巳。即於座上成阿縛多羅三窺三菩提。

(大正 1，p.7c) IF毘婆戸仏経』は還滅分観察終了後，以下のように記す。

時昆婆戸菩薩復観色受想行識。生滅不住。如幻知化無有虞賓。智観現前。業習

煩悩一切不生。得大解脱。成正等質。(大正 2，p.156b) 

自由 Tassa pancas' upadana -kkhandesu udaya司vyayanupassinoviharato na 

cirass' eva anupadaya asavehi cittarp vimucci. (DN. II p. 35) <五取窺につ

いて生と滅の観察を行って住す彼に，まもなく取著がなくなり，様々な煩悩か

ら心は解脱した>IF大本経』で、は五取蕗については記されない。。1) 平野真完「阿合ニカーヤの侮頓についてJ IF印度学仏教学研究dI10-1 (1962) 

pp.286-289参照。

ω吹田隆道「党文「大本経」縁起説の復元についてJ IF仏教史学研究dI24-

2 (1982) pp.26・43参照。吹田氏は，韻文部分においても，以前は流転分十

支・還滅分十二支の縁起説が伝承されていた可能性を指摘する。

側村上真完 [1973J吹田隆道 [1982J中宗根充修 [2004J等参照。

ω 平川彰『法と縁起【平川彰著作集第一巻】dI (春秋社， 1988) pp. 430-431参

照。この説に対して中宗根充修氏は，平川氏が同書の別の箇所で十二縁起は部

派分裂以前に成立していた旨の説を唱えていることから (p.294， p. 429) ，上

記の平川説は論理的に矛盾することを指摘している。中宗根充修 [2004Jpp. 

7-8参照。

(25) ここで引用した注釈書は，Visuddhimagge同様， 5世紀頃のブッダゴーサ
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によるものであると考えられている。森祖道『パーリ仏教注釈文献の研究』山

喜房仏書林 (1984)pp. 469・529参照。縁起関連経典について北伝阿合とパー

リ注釈書の対応関係を調査・分析した馬場紀寿氏は， [資料 2Jについて「経

典のみ比較した場合はそれぞれ異なったタイプの縁起説を説いているように見

えるのだが，注釈書レヴェルも視野に入れれば，どの系統も無明と諸行を含ん

で、いる」と述べる。また，『大毘婆沙論』で「城邑経」が引用されたあとに記

される十支縁起の説明が，「パーリ城邑経」の注釈と同様の内容であることも

指摘する。馬場紀寿「北伝阿含の注釈書的要素一縁起関連経典一J IF悌教研究』

31 (2003) pp.197-198参照。パーリ上座部が伝承する三世両重因果説につい

ては馬場紀寿「縁起支解釈の展開一上座部大寺派の三世両重因果説一J IFイン

ド哲学仏教学研究.010 (2003) pp. 17-31，アビダルマが記す三世両重因果説に

ついては，梶山雄一 [1984J他参照。

。。 但し平野真完 [1965Jは，吹田隆道 [1982J以前の調査であったため Wald-

schmidt校訂本 Mahiivadanωiltraも流転分・還滅分共に十支縁起観察の縁起

成道資料としている。

。。 和辻哲郎『原始仏教の実践哲学.0 (岩波書庖， 1927) p.80参照。

(28) 中村元氏は，「原始仏教の古い層では，はるかに簡単な縁起説が説かれてい

る。したがって律蔵などに説かれている十二支縁起説は，原始仏教のうちでも

かなり遅い時期になって，釈尊のさとりを説く場所に挿入されたにちがいな

い」とし，パーリ城邑経の十支縁起説を十二支縁起の成立する以前の段階であ

ると述べる。中村元 [1992Jp.400。また，MAPの成立年代については，古

い要素は含まれているものの，経典全体としては，ニカーヤの中で，それほど

早い時期の成立ではないことが指摘されている。平等通照 [1930Jp.142， 

[1961J p. 36，梶山雄一 [1996Jp.9参照。

(29) 縁起説における支分数の展開については，中村元『原始仏教の思想(下).0

(春秋社， 1971) pp.41-175参照。また，縁起観察順観・逆観の新古について

三枝充恵氏は，老死に始まる逆観察においては，無明・行などの支分を欠く五

支・十支縁起等が多数存在することに着目し，これを十二支縁起観察に至る過

程と見なし，逆観察による縁起観察が先に成立し，その反省および、理論化によ

って[資料 1J型の十二支縁起順観察が成立したと指摘する。三枝充恵『初期

仏教の思想、.0 (東洋哲学研究所， 1978) p.584参照。森章司『原始仏教から阿

毘達磨への仏教教理の研究J (東京堂出版， 1995) pp. 469・612では縁起説を形

態別に整理し，その展開について詳細な調査・検討がなされている。

側梶山雄一 rAsvagho~;aの伝える縁起説J IF仏教と文化一中川善教先生碩徳記

念論集一J (1983) pp.201・219，本庄良文「局鳴の学派に関する先行学説の吟

味J IF渡注文麿博士追悼記念論集・原始仏教と大乗仏教(下).n(永田文昌堂，

1993) pp. 27-43参照。
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〈付記〉本稿で論じた内容については，平成18年度龍谷仏教学会学術研究発表会

(2007年 1月25日)において rMahφαdiinasulti仰却における過去仏成道記

事の問題点」と題して口頭発表した。


